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「主の復活を覚える季節に」 

             評議員 徳 野 昌 博 

(日本福音ルーテル教会牧師) 

この原稿を依頼され、着手したのは３月

２０日。母照代の命日です。亡くなったの

は一年前。その日までの約十二年間、母は

「るうてるホーム」を「終の棲家」として

生活しました。百年の人生最後の日々を「る

うてる」で過ごすことができ、感謝してい

ます。 

「るうてるホーム」には本当にお世話にな

りました。母が入所したのは、２００９年

の秋９月でした。その時私は、自身の仕事

の関係で東京にいました。そんな事情で、

その頃は関西に行ったついでに、たまに足

を延ばして、忍ケ丘駅で降りて、岡山東に

あったホームまでの坂道を歩いて母を訪ね

ていました。「元気にしてるかなぁ」、「何を

話そうかなぁ」と思い巡らしつつ…。  

しかし会うと、母は、「無理しなくていい

よ」、「忙しいんでしょ。帰っていいよ」と

言って、私の訪問に気を遣っている様子で

した。もとより、こちらもとりたてて話す

こともなく、話が弾むということはありま

せんでした。でも、東京生まれの母が語る、

娘時代の東京の話は興味深くおもしろかっ

たです。読書が好きで、なかなかの物知り

でした。 

２０１７年の夏には、「特養」に移り、体

も不自由になり、ベッドに横たわっている

ことが多くなりました。視力も衰え、読書

もままならなくなり、さびしかったことで

しょう。二人の間におしゃべりはなくとも、

母は満ち足りた思いでいたように思います。

それが私には何よりうれしいことでした。 

そんな愛する母が亡くなったのは、イエ

ス様の十字架の苦しみと死に思いをいたす

四旬節最中の土曜日でした。週が明けた２

２日の月曜日に、ホームの礼拝堂で、大柴

譲治牧師司式のもと、葬儀を営みました。

母を主なる神様のみ手におゆだねすること

ができ、「これで大丈夫」と悲しみの中にあ

っても、私たち遺された者は安堵しました。 

イエス様の生涯、その生き方は必ずしも

全ての人から歓迎されたわけではありませ

ん。敵対する者も当然いて、その行きつく

果てが十字架刑でした。しかし、イエス様

は、人がどう言おうが、邪魔をしようが、

父なる神様から与えられた使命に対して忠

実でした。苦しんでいる人々、悲しんでい

る人々と共に生きることによって、イエス

様は、私たち一人ひとりを救うという、父

なる神様から託された使命を貫き、生き抜

いてくださいました。 

その十字架のイエス様のゆえに、私は安



 
堵したのです。母はただただ、「神様の憐れ

み」のうちに生かされて生き、そして死に

ました。そこにこそ、彼女の復活があると

思っています。彼女は、イエス様の生き方、

あり方のすべてを、聖書を通して思い巡ら

しながら、一人ひとりが小さなキリストと

なって生かされて、生きていることを感謝

のうちに確信していたことでしょう。 

私たちの罪の赦しのために十字架の苦し

みと死を引き受けてくださり、そして復活

して今も生きておられるイエス様が、私た

ち一人ひとりを常に探し求め、出会ってく

ださり、共に歩んでくださいます。主の復

活を心から喜び、感謝します。 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

「るうてるホームに入居して」 
 水 野 登 美 子  

コロナや他の株が次々に発症する中、私は、

昨年９月にるうてるホームに入居させて頂き

ました。こんなことが起きるとは神様以外、

誰もご存じないことでした。 

 豊中に嫁にきて６３年、子育てと英語教育

に心魂を傾ける日々でした。本当によく働き

ました。教会や地域のボランティア活動、ガ

ールスカウト活動、そして古い岡山東のるう

てるホームへどれだけ足を運んだことでしょ

う。家事の得意な姑やいつも私をサポートし

てくれる夫に支えられて。 

 しかしその頃夫は認知症を発症し、治療が

必要となりました。４５年前に建てた古い大

きな家に一人で生活することは不可能となり

ました。それでるうてるホームへ入居させて

いただくことを決心しました。９月に入居し

て１０月には発病して一か月の入院生活を余

儀なくされました。その間どれだけ多くの

方々に支えられたことでしょう。全国や外国

にいらっしゃる多くの信仰の友に祈り導かれ

ました。それがなかったら今の私は存在しな

かったと思います。心から深く感謝いたしま

す。皆様のお祈りやお手紙によって支えられ

励まされました。この感謝は筆舌には表せま

せん。 

 退院後はこのホームの方々に支えられ、旧

知の友のように親身になってお世話していた

だきました。ホームの生活については「衣、

食、足りて礼節を知る」と言われますが、本

当に恵まれた環境で何不自由なく過ごさせて

頂いています。友人に恵まれ、日々の信仰生

活をサポートしていただき満足しています。

日曜日には２、３回の礼拝を守ることもあり

ます。私の娘に「ママは今に聖女になるわ」

と言われています。 

一方世の中はコロナが少し下火になったよ

うに思われますが、他方世界に目を向けます

と目を覆いたくなります。ロシアとウクライ

ナの愚かな戦争によって、多くの人が傷つき、 

この寒空の中、安全な地を求めて移動してい

 



 
る姿には心が痛みます。話し合いによって 

相手の立場を尊重し共生の道を歩んでくださ

ることを切望する今日この頃です

 

「コロナ禍の暮らしにも小さな喜びや楽しみを見つけて」 
軽費事業部 中 村 み ど り 

 

こんなに長い自粛生活になろうとは入居者

の皆様も全く思いもよらなかったことでしょ

う。２年間の不自由な暮らしにもめげず、手

洗い、マスクと日々気を付けながら外出や面

会制限にも耐えてくださいました。 

３月２１日からようやくまん延防止法重点

措置の解除となりました。会話することは久

しぶりと喜び合っておられるご家族のお姿、

お顔に笑顔があふれる場面に私も同じ気持ち

になっていました。特養におられる奥様とお

会いしたくて、毎日のように「いつ会えるの

ですか、手を握ってあげたいです」と懇願さ

れるご主人様、オンライン面接を利用してい

ただき何とかお気持ちを和らぐことができま

した。入院しておられるご主人に会いたいで

すと寂しさを訴える奥様もおられます。 

ケアハウスの方々の生活を変えてしまった

ことは本当に悔しいことですが、そのような

日々の中にもささやかな楽しみ、小さな喜び

を見つける方々がおられます。体調の変化に

よって、つらい気持ちの方がおられると慰め

てくださる方、手作りおやつで心もお腹も癒

してくださる温かいお仲間、日々の生活に潤

いを作り出す方々に喜びがあふれていて、そ

の場所にいつまでも居たい気持ちになります。 

花を愛で、小さな花壇の植え替えをする方、

ユニットのテーブルに花を飾り、環境を美し

く整える方、食事の準備を楽しむ方、それぞ

れにできることを支えあって小さな喜びを分

かち合う方々がおられます。 

その方々の一日は祈りで始まります。朝食

後はユニットのテーブルに聖書と讃美歌と聖

書日課を置き、司会者が１５分の時間を担当

してくださり祈りを終えるとそれぞれの趣味

を楽しんでおられます。時には頼まれた手仕

事に皆様がご一緒に取り組んでおられ何とも

楽しそうです。 

長い年月に手仕事や、趣味を続けてこられ

た方々の匠的な技に感動します。 

コロナ禍であることを忘れてしまうような

素敵な時間を作り出す方々の、粋なお姿に尊

敬のまなざしで見つめるわたくしがいます。

多くの災害や戦争、悲惨な状況の時代を乗り

越えてこられた方々だからこその暮らしなの

でしょう。コロナに負けない精神力をわたく

しも身に着けていきたいと思いつつ。 

 

 

 

２０２2 年 4 月 1 日より 

るうてるホームの短期入所事業の名称が「ショートステイるうてる」に変更されます！ 

また、通所型サービス C 事業（少し生活に不安がある方がちょっとお元気になる

サービス）を土曜日に開設します！  詳しくは担当者までお問い合わせください。 



 

後援会ご献金感謝報告 

2021年12月1日から2022年3月25日までの献金総合計は、８２１，５００円ございま

した。多額のご献金に感謝申し上げます。 

今後とも皆様のご支援をどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

編 集 後 記  

  ホームの桜は一足先に暖かくなった頃からつぼみが膨らみ始め、この後援会ニュースがお手

元に届くころには、もう満開になっていると思います。ホームでは相変わらずコロナ禍の影

響を受けてはいますが、入居されている方々が誰ひとり感染することなく、今日に至ってい

ます。神様の御守りに感謝しつつ、こうして季節が変わりなく紡がれ、また平穏な毎日が続

けられるよう、祈りたいと思います。（石） 
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